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2 Ma-9 高齢者の色覚における色の目立ちと照度の影響
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被　　服

　「目的」　高齢化社会となり環境デザインの面では高齢者に見やすい表示を心がける必

要があり、また高齢者が見やすい色とはどんな色かを求める必要がある。高齢者の視覚

特性は、短波長光の透過率の減少、眼内散乱の増大による変化が指摘されている。高齢

運転者の増加している現状に置いて歩行者の安全の面ではどのような色が見やすいのか

を知る必要があり、高齢者が目立つと感ずる色とはどのような色か、安全を目的にデザ

インに活用するデーターを収集し若年と比較しどの位の差があるかを求めた。

　「方法」　71才～8 7才までの高齢者男女３名ずつを被験者とした。実験は条件を同

じにするため高齢者の家に実験装置を組立て行った。照度は5001X～0 . 0 1 lxで

色票は1 2色である。実験は照度レベルを変化させ目立つ色を求め、さらに等価明度を

求めた。　一人５セッションづつ行った。

　「結果」　①３名ずつの男女の性差は無かった。②若年者の明所視では８ R 4／1 ４

　の赤色が最も目立ち一致率が高かったが、高齢者は1 0 R P 4／1 2を選ぶ人もあり

8 Rの一致率は若者に比し低かった。③照度レベルの影響は色の目立ちの形状から高齢

者の方がメソピックの状態に早くはいる。樺体が入ってくる照度が若者より早い。つま

り明るさ感に若者と違いが見られる。④目立つ色｡には若者と高齢者で大きな違いはない。
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　　　　　　　○長塚こずえ*　井滓尚子¨　椋梨純枝＊3　青木迪佳* 4　天羽教子＊5

　　　　　　　　（*東京家政大　＊＊東京家政学院短大　･3宇部短大
　　　　　　　　*4県立長崎シーボルト大　*5愛知女子短大）
＜目的＞
　高齢者の男女の性別を対象に、黒白図柄に色彩要素を加えた時、図柄の好みがどのよう
に変化するかを検討する。
＜方法＞
　第１報～第３報では、65歳以上の健康な男女を対象として25の黒白図柄の嗜好を報告し
た。第４報～第６報では、同じ図柄を用いて赤、黄、緑、青、紫の５色の色柄を資料とし
嗜好の傾向を明らかにした。以上の黒白図柄と色柄の好みの結果を基に、図柄の好みの順
位変化と和柄、洋柄といった図柄の好みの傾向について、男女別の性別特性を明らかにす
る。
＜結果＞
　25の黒白図柄の嗜好順位と色柄の嗜好順位を単純に比較すると青海波Ｓ、木の葉Ｐの上
位は同じだが、色が加わることによって嗜好の順位に変動があり、好みの図柄に色彩の影
響が見られる。男性では縞柄Ｈが青の3 位以外はどの色に対しても２位で嗜好性が高い。
女性は青海波、木の葉に続いて小紋○の嗜好が高く、赤・紫は３位、緑５位、青６位と上
位になっている。その他の柄に対して、男性は色によって図柄の好みに差があるが、女性
は色による図柄の好みに差は少ない傾向が見られる。これは男性よりも女性の方が日常生
活において色柄に対する豊富な体験があることが考えられる。好まれる色柄上位10を和柄、
洋柄、その他の柄、の３種と色毎の性別のクロス集計では、赤・緑は３種共、女性の嗜好
が高く、黄は和柄に男性の嗜好が高く、青・紫は男女に差は認められなかった。
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